
※事前参加申込不要
参加無料

問い合わせ先：
荒⽊健太郎（気象研）

araki@mri-jma.go.jp

画像：NOAA提供，2014年2月15日の衛星可視画像



日時：2015年8月10日（月）09:50〜18:00（開場09:20）
場所：気象庁気象研究所講堂（茨城県つくば市⻑峰1-1）

コンビーナー：荒⽊健太郎1，中井専人2，上野健一3，
加藤輝之1，上石勲2，中村一樹2

1：気象研究所, 2：防災科学技術研究所雪氷防災研究センター,
3：筑波大学生命環境系
後援：日本気象学会 メソ気象研究会，

日本雪氷学会 関東・中部・⻄日本⽀部
趣旨：
近年，非雪国である関東甲信地方などで，南岸低気圧による大雪

災害が発生している．2014年2月には記録的な大雪が2度発生し，特
に2月14〜15日には観測史上の最深積雪を大幅に超える積雪深が各地
で観測された．これに伴い，関東甲信地方の各地で雪崩や雪の重み
による建物被害，交通障害，人身事故が多発した．南岸低気圧によ
る降⽔・降雪予測，これに伴う気象・雪氷災害予測は，山間部だけ
でなく都市部を含めて社会的影響が非常に大きく極めて重要である
が，全球，北半球，総観，メソ，ミクロ等の様々なスケールで，大
気海洋相互作用，雲物理，境界層，陸⾯，積雪物理，建築・道路・
農業工学等の多岐に渡る要因が複雑に関係しており，実態把握やメ
カニズムの理解，⾼精度予測，適切な災害対策が求められている．
そこで本研究会では，南岸低気圧とそれに伴う気象・雪氷災害に

関して，関係する気象・雪氷研究者に最新の研究結果を披露してい
ただき，現状で何がどこまで理解できているのか，今後何が必要な
のかを議論する場としたい．本研究会はオープンなものとして開催
し，分野横断的な議論を⾏うための場を提供することを目的とする．

問い合わせ先：荒⽊健太郎（araki@mri-jma.go.jp）



09:20 開場
09:50 趣旨説明 荒木健太郎（気象庁気象研究所）

セッションⅠ 大気大循環場・総観スケール擾乱
座⻑：渡邉俊一（東京大学大気海洋研究所）

09:55 2014年2月の熱帯気象と大気循環場
竹村和人（気象庁地球環境・海洋部気候情報課）

10:10 ユーラシアンパターン(EUパターン)と太平洋側の降雪
立花義裕（三重大学大学院生物資源学研究科）

10:25 北西太平洋ブロッキングと関東・北日本太平洋側での降水・降雪
山崎哲（海洋研究開発機構）

10:40 2013年1月14日の南岸低気圧の発生・発達過程
渡邉俊一（東京大学大気海洋研究所）

10:55 南岸低気圧の進路・発達率と黒潮大蛇行との関係
中村啓彦（鹿児島大学水産学部）

11:10 本州内陸における多降水の発現と低気圧の発達段階の関係
上野健一（筑波大学生命環境系）

11:25 2014年2月8日と14～15日の大雪の発生要因と過去事例との比較
加藤輝之（気象庁気象研究所）

11:40 南岸低気圧による関東大雪時の総観・メソスケール環境場の統計解析
荒木健太郎（気象庁気象研究所）

セッションⅡ メソスケール気象場・雲物理過程
座⻑：山下克也（防災科学技術研究所雪氷防災研究センター）

13:00 関東地方における降雪前の気温降下
野村光春（電力中央研究所）

13:15 関東に大雪をもたらした降雪雲の雲物理過程と氷晶核の影響
荒木健太郎（気象庁気象研究所）

13:30 甲府盆地にもたらされた南岸低気圧に伴う大雪の特徴と形成過程
佐野哲也（山梨大学国際流域環境研究センター）

13:45 南岸低気圧と低温型雪結晶ならびに関東甲信の雪崩との関連
石坂雅昭（防災科学技術研究所雪氷防災研究センター）

14:00 2014年2月大雪時の降雪種の特徴
山下克也（防災科学技術研究所雪氷防災研究センター）

14:15 南岸低気圧前方降水域のgenerating cellとZdrと結晶形
中井専人（防災科学技術研究所雪氷防災研究センター）

14:30 休憩（10分）



セッションⅢ 積雪物理・雪崩
座⻑：平島寛⾏（防災科学技術研究所雪氷防災研究センター）

14:40 2014年2月大雪災害の実態
上石勲（防災科学技術研究所雪氷防災研究センター）

14:55 2014年2月関東甲信大雪で乾雪が卓越した地域の積雪水量と積雪特性
河島克久（新潟大学災害・復興科学研究所 ）

15:10 降水形態の違いによる被害分布の差異（建築物の被害と雪崩の発生）
中村一樹（防災科学技術研究所）

15:25 2014年2月の関東甲信大雪時に発生した雪崩の運動の特徴
池田慎二（土木研究所雪崩・地すべり研究センター）

15:40 積雪変質モデルを用いた雪崩発生予測
小松麻美（日本気象協会）

15:55 雪氷災害発生予測システムの関東甲信地方への適用
平島寛行（防災科学技術研究所雪氷防災研究センター）

16:10 休憩（10分）

セッションⅣ 雪氷災害・雪氷工学
座⻑：森山英樹（農研機構農村工学研究所）

16:20 降雨を伴う大雪による建築物の被害
高橋徹（千葉大学大学院工学研究科）

16:35 大雪時の山梨県内の貨物車の移動と除雪後の交通状況について
佐々木邦明（山梨大学工学部土木環境工学科）

16:50 大雪による温室の被害とその対策
森山英樹（農研機構農村工学研究所）

17:05 WebGISを活用した関東地方の雨雪判別と降雪情報について
中山秀晃（日本気象予報士会）

17:20 WebGISによる解析結果・地形情報・現地調査結果等の可視化
田口仁（防災科学技術研究所）

17:35 寡雪地域の雪氷災害特性と降・積雪観測の重要性
松田益義（MTS雪氷研究所）

17:50 総合討論
19:00 懇親会（ホテルグランド東雲 送迎バス18:30気象研究所着）

※参加希望の方は荒木（araki@mri-jma.go.jp）までお知らせください．


